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１．ボリビアについて

◆正式名称 ボリビア多民族国

◆首都 （憲法上）スクレ （政府所在地）ラパス

◆人口 約１，０４０万人（日本の約1/12）

◆面積 １１０万平方km（日本の約３倍）

◆州 ①ラパス、②オルロ、③コチャバンバ、④タリハ
⑤チュキサカ、⑥ポトシ、⑦サンタ・クルス、⑧ベニ
⑨パンド

◆民族 アイマラ族、ケチュア族など、５３民族

◆言語 （公用語）スペイン語
（その他）アイマラ語、ケチュア語など３６言語









２．日系ボリビア人と在日ボリビア人について

◆日本人ボリビア移民の歴史

１８９９年４月３日、日本人開拓者がサトウキビと綿花
プランテーションの契約労働者としてペルー海岸に降り立った。
しかし、労働条件は聞かされていたものとは全く異なっていた。

絶望した９３人の日本人はペルーを後にし、より良い条件を絶望した９３人の日本人はペルーを後にし、より良い条件を
求めて旅を続けた。
１８９９年９月２３日、その移住者達がアンデス山脈を越え、
ラパス県のサン・アントニオにたどり着いた。

その日こそが、ボリビアにおける日本人移民の歴史の始まり。



２．日系ボリビア人と在日ボリビア人について

◆日本にいるボリビア人

＜都道府県別＞

1愛知県 983 18.6%
2三重県 902 17.1%
3神奈川県 837 15.8%
4群馬県 349 6.6%
5栃木県 324 6.1%
6静岡県 303 5.7%
7滋賀県 252 4.8%
8千葉県 165 3.1%
9埼玉県 163 3.1%

10大阪府 156 3.0%
合 計 5,283 100.0%



３．NPO法人日本ボリビア人協会について

◆設 立 １９９５年９月（関西ボリビア人会）
２０１０年４月（日本ボリビア人協会）
２０１２年３月（NPO法人認証）

◆構成員 代表理事１名、理事４名、監事１名
会員３００名

◆活動地域 三重県津市を中心に、大阪、東京など）◆活動地域 三重県津市を中心に、大阪、東京など）

◆活動目的 在日ボリビア人に対する生活情報の提供
および、生活支援

◆事業内容 ①生活相談
②国際交流
③ボリビアの文化紹介（EXPO BOLIVIA等）
④日本語教室
⑤翻訳（スペイン語⇔日本語）



３．NPO法人日本ボリビア人協会について

③ＥＸＰＯ ＢＯＬＩＶＩＡ

・過去２００８年～現在まで、全８回開催

＜２０１３年度＞
６月１，２日 三重県津市
１１月 ３日 東京都市ヶ谷（JICA地球ひろば）
２月 大阪府大阪市（NHKアトリウムホール）※予定

・内容 ボリビアの国紹介、文化紹介（食べ物、踊り、音楽等）



EXPOの写真





EXPOの写真



３．NPO法人日本ボリビア人協会について

④日本語教室

◆平成２４年度（文化庁委託事業(A)）
期間： ２０１２年１０月～２０１３年１月
対象： 三重県在住のスペイン語圏の外国人
内容： 就職のための日本語(履歴書・面接等）

職場・日常生活に必要な日本語職場・日常生活に必要な日本語

◆平成２５年度（文化庁委託事業(A)）
期間： ２０１３年１０月～２０１４年１月
対象： 三重県在住のスペイン語圏の外国人
内容： 「社会人基礎力」（経済産業省）を身につける

①前に踏み出す力（Action）
②考えぬく力（Thinking）
③チームで働く力（Teamwork）











３．NPO法人日本ボリビア人協会について

◆地域社会との協力・連携

・ボリビア大使館
・ボリビア領事館

国

行政

・三重県商工会議所
・津市商工会議所

企業

・津市市民活動センター
・DIFAR
・伊賀の伝丸
・フレンテみえ
・ワウヘミカンキ
・多文化共生リソース

NPO

・三重県
・津市
・三重県教育委員会
・津市教育委員会

・三重県国際交流財団
・津市国際交流協会

国際交流協会

・多文化共生リソース
センター東海

・他、多数

・中日新聞
・ＺＴＶ（CATV）

メディア

・JICA（みえデスク）
・三重県警

その他

NPO法人
日本ボリビア人

協会



４．今後のチャレンジと日本人コミュニティへの期待等

◆今後のチャレンジ

・子どもの教育 → 社会になじんで、活躍できる

・ボリビア人コミュニティの自立と発展

◆日本人コミュニティへの期待

・起業のためのアドバイスやサポート

・外国人を受け入れる気持ちや姿勢


